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　先
日
、
湖
南
省
の
博
物
館
に
行
っ
た
。
長ち
ょ
う

沙さ

か
ら
出
土
し
た
唐
代
の
井
戸
の
遺
跡
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。
煉
瓦
を
重
ね
た
三
十
セ
ン

チ
ほ
ど
の
高
さ
の
囲
い
（
井
桁
・
壁
）
の
、

直
径
二
、三
メ
ー
ト
ル
の
か
な
り
大
き
な
丸

い
井
戸
だ
っ
た
（
囲
い
の
上
は
平
ら
で
厚

さ
四
十
セ
ン
チ
位
）。
そ
の
展
示
の
解
説
に

「
牀し
ょ
う

前ぜ
ん

明
月
光
」
の
「
牀
」
と
は
こ
の
よ
う

な
囲
い
の
こ
と
、
と
書
い
て
あ
っ
た
。
私
は

驚
い
た
。

　ま
ず
、
こ
こ
で
、
李
白
の
あ
の
「
静
夜
思
」

を
思
い
出
す
必
要
が
あ
る
。

　
　牀
前
看
月
光

　
　
　牀
前
月
光
を
看み

る

　
　疑
是
地
上
霜

　
　
　疑
ふ
ら
く
は
是こ

れ
地
上
の
霜
か
と

　
　挙
頭
望
山
月

　
　
　頭こ

う
べ

を
挙
げ
て
山
月
を
望
み

　
　低
頭
思
故
郷

　
　
　頭
を
低た

れ
て
故
郷
を
思
ふ

　こ
れ
は
有
名
な
詩
だ
が
、
実
は
中
国
で
は
、

起
句
と
転
句
の
形
が
違
い
、「
牀
前
明4

月
光
」

「
挙
頭
望
明4

月
」
と
教
え
ら
れ
て
い
る
（
森

瀬
壽
三
氏
『
唐
詩
新
攷
』
に
よ
れ
ば
「
明
月
」

と
な
っ
て
い
る
の
は
明
末
の
『
唐
詩
選
』
以

来
だ
が
、
日
本
の
本
文
で
は
こ
の
部
分
が
修

訂
さ
れ
て
い
る
）。
博
物
館
の
展
示
の
説
明

も
中
国
で
の
本
文
の
形
だ
が
、「
静
夜
思
」

の
解
釈
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　さ
て
、「
牀
前
」
に
戻
ろ
う
。
一
般
に
は

起
句
は
「
寝
台
の
前
（
の
床
）
を
照
ら
す
光

を
見
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
私
も
そ
の
霜
と

い
う
見
立
て
が
い
い
と
思
っ
て
き
た
。
が
、

博
物
館
の
説
明
は
、「
牀
」
を
井
戸
の
囲
い

だ
と
言
う
。
確
か
に
辞
典
類
を
見
る
と
「
牀

chuang

」
に
は
「
井
桁
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
、
唐
代
の
用
例
も
あ
る
。
置
き
換
え
る

と
「
井
戸
の
前
を
照
ら
す
月
光
を
見
る
」
と

い
う
解
釈
に
な
る
が
、
月
光
は
周
囲
も
照
ら

す
か
ら
、「
井
戸
の
前
で4

月
光
を
見
る
」
と

い
う
解
釈
も
で
き
る
。
月
光
は
井
戸
に
も
さ

し
こ
ん
で
い
る
と
想
像
で
き
る
（
水
面
に
月

が
映
る
と
い
う
想
像
は
や
り
す
ぎ
か
）。
井

戸
は
村
や
町
の
重
要
施
設
。
望
郷
に
つ
な
が

る
。　「牀

」
が
井
戸
の
囲
い
で
も
、「
寝
台
」
と

同
様
、
起
句
「
看
月
光
」
と
結
句
「
低
頭
」

の
姿
勢
は
同
一
と
言
え
る
。
承
句
も
、「
地

面
の
上
の
霜
か
と
疑
わ
れ
る
（
霜
の
よ
う

だ
）」
と
い
う
点
で
屋
外
と
し
て
解
釈
さ
れ

る
が
、
問
題
は
な
い
。

　つ
い
で
な
が
ら
、
転
句
の
「
山
月
」
の
解

釈
も
微
妙
だ
。一
般
に
は「
山
の
端
に
か
か
っ

た
月
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、「
山

の
上
の
月
」
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
。

　こ
ん
な
話
を
学
生
た
ち
と
し
て
い
た
ら
、

あ
る
中
国
人
留
学
生
か
ら
、小
学
校
で
「
牀
」

を
「
食
卓
」
と
習
っ
た
と
聞
い
た
（
こ
の
意

味
は
未
確
認
だ
が
、
寝
台
の
代
用
か
）。
挿

絵
が
あ
っ
て
、
李
白
ら
し
き
人
物
が
食
卓
に

酒
を
置
い
て
一
杯
や
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　文
章
の
解
釈
は
、
ま
ず
は
多
様
な
可
能
性

の
中
か
ら
合
理
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。「
井
」の
中
の
蛙
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

い
ろ
ん
な
考
え
方
を
虚
心
に
検
討
す
る
こ
と

は
重
要
だ
。
さ
て
、
あ
な
た
の
解
釈
は
？

「
静
夜
思
」の「
牀
」
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